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約４か月間という長い２学期が終わりました。練習時から熱中症の心配があり、体育館開

催となった運動会。小学部、中学部それぞれの修学旅行。とよちょうニコニコデイの発表＆

作品展。また、オープンスクールや学校紹介 DAY、PTA４校交流会など、外部の方をお招きす

る行事もたくさんありました。こうした行事や活動を無事に終えることができましたのは、

保護者の皆様や地域の皆様の本校教育への理解と協力あってのものです。本当にありがとうございました。  

「不易流行」 （いつまでも変化しない本質的なものを忘れない中にも、新しく変化を重ねているものを取り

入れていくこと）と言うように、時代の移り変わりによって変化していくものもあれば、物事の根本として生活

や心の中で変わらず大切にされ残っていくものもあります。学校の区切りは３月ですが、暦の上では 12 月が一

区切りとなります。新しい年を迎えても子供たちの成長を期待し、成長を喜ぶことはいつの時代でも不易で変わ

りません。これからも豊聴ならではの教育で、豊聴らしい子供たちの育成を目指し職員一丸となって取り組んで

まいります。「行く年」のご協力に感謝するとともに「来る年」も引き続きご支援をよろしくお願いいたします。 

           

 

今年度は、１年生４名を迎え、１４名で小学部がスタートしました。 

１学期は４・５年生の自然体験活動、２学期は１・２年生の秋の遠足、６年生の修学旅行と、それぞれの行事

を経験しました。６年生の修学旅行では、特急『はまかぜ』を利用して、神戸方面に出かけました。アンパンマ

ンミュージアム、神戸ベイクルーズ、キッザニアでは、笑顔いっぱいで見学や体験を楽しみました。一人一人そ

れぞれに楽しい思い出ができました。１・２年生の秋の遠足では、スクールバスで、城崎マリンワールドに出か

けました。タッチプールや水族館、イルカショーなどの見学であっという間に時間がたちました。４・５年生の

自然体験活動では、三段池公園、長寿の郷、但馬牧場公園に出かけました。初めて友だちとお泊りを経験した児

童もいました。 

１学期から『おいしいおにぎりをつくろう！』で、バケツ稲作りに取り組みました。芽出しからスタートし、

移し替え、落水、稲刈り、脱穀、籾摺りまでたどり着きました。待ちに待ったおにぎり作りです。ごはんを炊い

ておいしいおにぎりを作り、食べることができました。ニコニコ発表では、学習してきた内容を劇や台詞、ダン

スで発表しました。学習や行事で友だちと一緒に活動してきたことで、少しずつ子ども同士でやりとりする様子

も見られるようになりました。日々の小さな積み重ねや経験が、子どもたちの成長につながっていると感じてい

ます。行事ごとに「〇〇がんばろう エイエイオー」と学部を盛り上げてくれた６年生。頼もしくなりました。

今後も小学部のみなさん、『えがおで』『たのしく』『げんきよく』過ごしましょう。 
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聴能部（３名）は、主に以下のような仕事を行っています。 

〇聴覚管理・・・聴力測定やことばの聞き取りの評価を行っています。 

補聴器や人工内耳、補聴援助システムなどに関する相談に対応しています。 

病院、補聴機器メーカーや販売店と連携しています。 

〇聴能教育・・・自立活動などで聴覚学習を行っています。 

きこえや補聴機器、福祉制度等、情報を提供したり、きこえの環境を整えたりします。 

〇聴能研修・・・きこえや補聴機器についての研修を校内・校外で進めています。 

〇外部聴能支援・・・豊岡聴覚支援センターと協働し、地域の子どもたちからのきこえや補聴機器  

に関する相談を受けています。 

聴覚支援学校（聾学校）では、「聴能は黒子」と言われます。役割が見えにくいですが医師や言語聴覚士、     

認定補聴器技能者や近畿全域の聴覚支援学校聴能担当者などとも幅広く連携しながら子どもたちのよりよい

聞こえをサポートしています。 

聞こえについて困ったことや相談したいことがあれば、 

いつでも気軽に声をかけてくださいね♬ 

 

 

 

昨年度に引き続き、今年度も、保護者の皆さまには健康観察をはじめ、生活面や心理面など、様々な場面でご配慮・ご

協力をいただき、本当にありがとうございました。特に、今年度は暑い日が長く続きました。熱中症予防のため、お茶や保

冷剤の準備、日々の健康観察等、ありがとうございました。 

保健室では、今年度も、子どもたちの「こころ」と「からだ」を支える場として、サポートしていきたいと思っています。 

４月から６月にかけては、健康診断がありました。学校医さんが行う健康診断（内科検診・耳鼻科検診・眼科検診・歯科

検診）は少しドキドキしますが、最後まで頑張った子、学校医の先生にほめられて嬉しそうにしている子、身長が伸びて喜

んでいる子、みんな様々な形で、自身の健康や成長に触れる機会となりました。健康診断の結果、虫歯や視力低下等のあ

るお子様には、『健康診断結果のお知らせ（受診報告書）』を配布しています。受診がお済でない方は、今年度中に受診

をお願いします。 

健康診断以降も、６月には歯みがき指導、７月～９月は熱中症予防、１０月は目の愛護デー、１１月は災害時のお約束、 

１２月は感染症予防と、昇降口横の掲示物に触れたり、朝会で劇や動画を見たり、自身の健康や身体について楽しく学べ

る機会を設けています。 

今後も、「こころ」と「からだ」に関することや心配に思われていること等ございましたら、いつでもお声掛けください。 
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